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まつおか よういち

五稜星は明治5（1872）年に開拓使付属船
の船長だった蛯子末次郎が、外国へ行く船
が掲げる旗のマークとして、青地に赤い星
のデザインを考案したのが始まり。この旗
は「北辰旗」と呼ばれ、開拓使札幌本庁など
の建築物や工業製品にも赤い星が付けら
れるようになったんですよ。

▲開拓使札幌本庁背面の屋根などには大きな五稜星があしら
われていた　※建物は明治12（1879）年に焼失

▲建築時から移築しておらず、当時の様子が
保たれている

▼洋室には清華亭の歴史が分かるパ
ネルや模型も並ぶ

五稜星の成り立ちや見どころを紹介

星の飾りが間近に見られる清華亭2

開拓使札幌本庁背面の屋根などには大きな五稜星があしら

▲北海道庁旧本庁舎では外観の五稜星だけで
なく、文書館展示室で北辰旗の歴史を示した資
料も見られる

▲北海道庁旧本庁舎では外観の五稜星だけで
なく 文書館展示室で北辰旗の歴史を示した資▲建築時から移築しておらず、当時の様
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ほくしん き

明治天皇行幸の際に休憩所として使われた、出窓がある洋室と縁側の
ある和室が並んだ平屋の建物。屋根の飾りとして玄関上に五稜星がくり
抜かれており、南東側の屋根にも同じ星を見つけることができる。

ぎょうこう

北海道大学附属図書館所蔵船の旗章として考案されたデザイン1

開拓使が手掛けた建物には所々に五稜
星が付けられた。例えば時計台には、建
物全体で大小17の星が使われている。

五稜星が残る
建物はほかにも3
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